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＜趣旨＞

農林漁業・農山漁村の現場における人口減少や農林水産行政を担う人員の削減は、
農林漁業者・地域住民相互や行政との間における円滑・十分なコミュニケーション（情報
共有・連絡・報告等）も阻害するようになっており、こうした課題の解決のためには、従来
の中央集中型・多階層型のコミュニケーションのあり方を抜本的に見直す必要がある。

こうした中、普及が進むスマートフォンを始めとしたICT端末は、個々の端末でセンサー
や画像解析技術、地理情報を応用した情報収集・分析が可能であり、これまでのコミュニ
ケーションのあり方を自律分散型・同時共有型へと変革し、人口減少社会に対応した効
率的・実効的なコミュニケーションを実現する大きな可能性を秘めている。

このため、農林漁業・農山漁村の現場における情報ニーズや情報伝達に係る実態を洗
い出した上で、「基本構想」（※）を踏まえつつ、次世代コミュニケーションツール（スマート
フォン用アプリケーション。以下「ＭＡＦＦアプリ」）のビジョンを策定する。

※ 「農業者の情報受発信の新たな仕組みに係る基本構想」（「農業経営へのICT実装促進検討会」決定（H31.3.11）
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「基本構想」（H31.3）における基本認識

農業の成長産業化と農業者の所得向上の鍵とな
る「データ駆動型の農業経営」の推進のため、農林
水産省自らがデータ連携の一つの基点として情報
の受発信を行うことにより、

① 非競争的な公的インフラとして、政策情報や統
計データ等を農業者がアクセスしやすい形で提
供する

② 農業者が経営に用いる情報や自ら発信する情
報をもとに、迅速に政策を展開する

○ 農林水産省が発信する政策情報等は、「農業
者に届いていない」「内容が分かりづらい」「関心
のない情報が含まれている」など、現場の農業
者にとって活用しやすいものとなっていない実態

○ 農業者が抱える課題などの政策ニーズには、
農業者から農林水産省に直接情報を伝えるチャ
ネルが農業者に浸透しておらず、農林水産省と
して十分対応が出来ていないという問題

農業者が農林水産省と直接かつ効果的・効率的に情報受発信を行うことができる
新たな仕組みを構築

＜あるべき姿＞＜現状＞
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農業者は、アプリケーションまたは民間事業者
の提供する農業経営支援システム等を通じて、
農林水産省と直接、相互に情報の受発信を行
えること。

１
農林水産省から農業者への情報発信においては、農業者の

属性や関心事項に応じ、プッシュ型の発信が可能であること。
また、農林水産省は、配信情報の閲覧状況を確認できるなど、
情報発信の効果等を分析できること。

２

アプリケーション・情報受発信システムは、必要に応じ、現在及び将来において農林水産省等から農業者に提供される
データプラットフォームや行政システム等と連携し、農業者と農林水産省との間における総合的なコミュニケーションプ
ラットフォームとして機能すること。連携に当たっては、「農林水産省デジタル・ガバメント中長期計画」（平成30年6月決
定）を踏まえること。

３

アプリケーション・情報受発信
システムは、農業者の日常に溶
け込むよう、UI・UXを重視し、農
業者の顕在・潜在のニーズに応
える機能を持つこと。

４

アプリケーション・情報受発信シ
ステムは、今後の情報技術の進
展や農業が直面する課題に応じ
て、迅速かつ柔軟に対応し、改善
できるものであること。

５

政策情報APIは、民間事業者等
が広く利用できるよう、システム等
との連携における利便性・負担に
最大限配慮すること。

６

以下の方針に沿って、「スマートフォン用アプリケーション」「情報受発信システム」「政策情報ＡＰＩ」を整備。

「基本構想」 （H31.3）において提示した新たな仕組みのコンセプト

3



農業者と農林水産省をつなぐ新たなコミュニケーション・ツール

ユーザー属性に応じたプッシュ型の情報発信や、政策への意見や現場の
要望のリアルタイムな吸い上げ（情報の受信）等、農業者との間で直
接・即時の情報受発信を実現。ＭＡＦＦアプリ

農林水産省農業者向けアプリ

農業者の属性・関心等
に基づいた情報発信

農業情報
プッシュ通知

申請・手続

農業者から
直接・即時に受信

共通申請サービス
よる電子申請

ＭＡＦＦ 農業者現場の意見・要望

農林水産省から発信する農業関連情報は、APIを経由
して民間サービスでも受信可能。
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ＭＡＦＦアプリの主な機能
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農林水産省から農業に役立つ情報が直接届く。

現場の情報を農林水産省に直接届ける。

政策情報等を直接配信
農林水産省からユーザー（農業者等）のスマートフォンに、農

業に役立つ政策情報やイベント情報などを記事形式で直接配信。

現場の情報を直接、農林水産省に共有：「マフちょく」
農林水産省からのアンケートへの回答や、画像付きで現場の

情報を農林水産省に直接送付できる「マフちょく」機能を実装。

ユーザーの作目や関心事項に応じた記事が届く
記事に付加されたタグ（作目・地域・カテゴリ）と、ユーザー

が登録するプロフィール情報や関心事項をマッチングすることで、
ユーザーが必要とする情報を表示。

大切な情報はプッシュ通知でお知らせ
特に重要な情報や緊急的な情報については、ユーザーの

スマートフォンにプッシュ通知でお知らせ。

様々な手続・申請をオンラインで可能に：
「農林水産省共通申請サービス（eMAFF）」
現在、紙ベースで行われている様々な手続・申請をオンライン

で行える「農林水産省共通申請サービス（eＭAFF）」※と連携。

※ 今後、対象手続を順次拡充予定。



農林水産省政策情報ＡＰＩ
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○ MAFFアプリで配信する情報を、民間のサービス等でも閲覧できるよう、政策情報ＡＰＩを整備（本年５月公開予定） 。

○ 民間事業者等が、自らのサービス上で政策情報ＡＰＩから取得した政策情報を提供する際の留意事項等をまとめたものと
して、「政策情報ＡＰＩ利用規約」を策定。

○ 政策情報ＡＰＩの利用希望者は、農林水産省ウェブサイトに掲載するフォーマットにより利用申請を行う。農林水産省は申
請者に対して利用規約への同意や利用目的、セキュリティ対策などの確認（※）を行った上で利用を許可。
さらに、農業データ連携基盤（WAGRI）経由での利用も可能とする予定。

政策情報API利用規約（ポイント）

農林水産省

情報受発信
システム

ＭＡＦＦアプリ

＜民間サービスの表示イメージ＞

・ タイトル
・ 写真
・ 本文
・ タグ

…

欲しい情報を
リクエスト政

策
情
報
Ａ
Ｐ
Ｉ

政策情報ＡＰＩを経由して入手できる情報（例）

－ 利用希望者は農林水産省に対して利用申請を行い、承認
後、APIにアクセスするために必要なＩＤを取得する。

－ 利用者は利用規約に沿って政策情報等を利用する。

－ 政策情報APIを経由して得られる情報については、出典を
明記する等の条件の下、複製、公衆送信、翻訳・変形等の
翻案等、自由に利用が可能（農林水産省websiteのコンテン
ツ利用に準拠）。

＜政策情報＞

－ 記事タイトル

－ タグ

－ 添付画像

－ 記事本文

－ リンク

＜イベント情報＞

－ イベントタイトル

－ タグ

－ 添付画像

－ イベント概要

－ 開催地

※ データの消去・改竄・個人情報の漏洩等が生じない
ようリスク管理の観点から実施。



ＭＡＦＦアプリの構成

農業者
ＭＡＦＦアプリ

情報受発信
システム

民間サービス
（アプリ、website等）

農林水産省
共通申請サービス

（eMAFF）

農業者の属性・関心等
に基づいた情報

農業経営体にIDに付与、手続・申請等を電子化
2021年度から本格運用開始

農業者の属性・関心等
に基づいた情報

政策情報ＡＰＩ

ユーザーの同意に基づき
情報連携

現場の意見・要望
情報提供

申請情報等
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ＭＡＦＦアプリの今後の展望

○ 今回の開発では、ユーザー（農業者等）と農林水産省の直接・即時の情報受発信を実現する機能に絞りアプリに実装。

○ 今後の開発では、農林水産省がMAFFアプリを通じて提供する農業に必要な情報やリソースについて、ユーザー体験
（ＵＸ）も重視しつつ充実するとともに、農林水産省と農業現場はもちろん、地方自治体、民間事業者等の多様な主体が
多元分散的に情報をやり取りするために必要な機能を付加（次項以降にイメージを記載）。
これにより、MAFFアプリを農業における総合的なコミュニケーションプラットフォームに発展させる。

○ MAFFアプリを社会的インフラとして、農業をめぐるコミュニケーションのあり方を変革（デジタルトランスフォーメーション）。
こうして、農業に携わる主体がデジタル技術・データを介して切れ目なく（シームレスに）つながり、新たな価値を生み出して
いく農業の実現につなげていく。

農林水産省
農業者

地方自治体

民間事業者

農業関係
団体

研究機関

消費者

ＭＡＦＦ
アプリ
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展望①： 多元分散的な情報共有の実現

○ MAFFアプリでの情報提供主体を、農林水産省だけでなく地方農政局、地方公共団体等に拡大。ユーザーはそれぞれ
の主体が多元的に発信する情報をMAFFアプリで一元的に確認することが可能となる。

○ また、農業者や民間事業者からの情報共有機能を追加することで、農業者同士や、アグリテック・農業支援サービス企
業等を含めた情報共有・ニーズマッチングの場をオンラインで提供する。

農林水産省
（本省）

農林水産省

○○農政局

○○県
農政部

○○県
病害虫防除所

○○市
農業振興課

・
・
・

病害虫
予察情報

：

補助事業
説明会

：

災害対策
：

気象警報
：

国レベルの基本的な情報を発信

情報発信主体を拡大
地域の事情等を反映した情報を発信

ＭＡＦＦアプリユーザー相互での
情報連携

ＭＡＦＦ
アプリ

配信情報への
フィードバック

現場のサービス・
技術ニーズ

現場課題への
ソリューション

取組事例
口コミ

農業者

農業者

民間事業者
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展望②： 政策リソースのクラウドソーシング ※

○ 農業者等のユーザーが持つスマートフォンに搭載されている画像撮影、位置情報取得、センサー等の機能とMAFFアプ
リを連携させることにより、ユーザー１人１人から様々な情報を共有してもらうことが可能となる。これにより、従来の中
央集権的な方法と異なる、リアルタイム・低コスト・直接の情報収集を実現する。

○ こうして分散的・大量に収集された一次情報を様々な政策立案・執行に活用する。

ユーザーのスマートフォンで撮影した画像を、緯
度・経度、撮影日時、カメラが向けられていた方向
等の情報とともに改竄不能な形でMAFFアプリを
通じて収集（ジオタグ写真）。

災害被害状況の収集

－ 災害発生時に、農業者や行政職員等から災害
の状況や被害状況の画像を送信。

－ 行政側で送信された画像を地図上にプロットす
るなどにより、迅速に災害被害の全体像を把握
し、対応策に反映。

病害虫発生状況の把握

－ 病害虫の発生時に農業者や行政職員等から
病害虫の画像、被害状況等を送信。

－ 行政側で提供を受けた画像を地図上にプロット
するなどにより、迅速に病害虫発生状況を把握
し、予察情報の作成や対応策に反映。

－ 前線の現在位置や発生予察情報はMAFFア
プリを通じて農業者等に還元。
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さらに、収集した画像は病害虫診断AIの開発・
高度化に活用。

補助金交付の現況確認

－ 補助金交付の対象となる作物の作付状況や
作業の実施状況について、農業者や作業実施
者自身が画像撮影をして送信。

－ 受信した行政側で信頼性を確認したうえで実
績として認定し、補助金を交付。行政職員が現
況確認のために実地検査を行うコストを大幅に
軽減。

作付・生育状況等の収集

－ 全国の農業者や行政職員から圃場の画像を
送信。

－ 集まった画像をビッグデータとして分析することに
より、全国的な作付状況や生育状況を把握。

－ 一部の情報は公表統計の速報情報として農
業者等に還元。

※ 不特定多数の人の寄与を募り、必要とする
サービス、アイデア等を取得するプロセス。

現場での農地情報取得

－ 農地を探している農業者や現場で農地の管
理・調整を行う行政職員が、情報を取得したい
農地の画像を撮影して送信。

－ 画像の位置情報等を農地情報のデータベース
と照合し、農地の所有者や利用状況等の情報
をその場でユーザーに提供。

さらに、収集した画像を現況情報としてデータ
ベースをアップデートすることにより、情報の更新作
業を効率化。

＜MAFFアプリで収集する画像の活用例＞



展望③： 農業者支援情報の一元的提供とＵＸの向上
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○ 農林水産省や関連団体等が提供する農業者に役立つ情報、データ、サービス等を集約するとともに、ＵＸを重視した農
業者に使いやすい形で一元的に提供する。

○ さらに、農林水産省共通申請サービス（eMAFF）との連携を契機に、提供情報の個別化（パーソナライゼーション）を実
現する。

将来的にMAFFアプリで提供する
情報・データ・サービス（例）

政策情報

統計情報

逆引き事典
（農業者支援制度等の検索サービス）

農地情報

農薬検索サービス

肥料検索サービス

ＡＩ病害虫診断サービス

・
・
・

チャットボットや音声認識
による感覚的な情報検索

ＡＩによる個別化された自動情報配信

ＵＸを重視した農業者に使いやすい形で提供
（イメージ）

－ チャットボットにより対話型で情報検索を行うことで
ユーザーの潜在的なニーズまで発掘し、MAFFアプリ
が提供する幅広いリソースから必要なソリューションを
提供。

－ また、音声認識機能を搭載することで農作業中など
にも対応し、いつでもどこでも感覚的に利用することが
可能に。

－ 農林水産省共通申請サービス（eMAFF）に登録
された農業者の属性や、MAFFアプリでの情報の閲
覧履歴等のデータから、農業者に必要な情報を個
別・自動的に提供。

－ 将来的には、eMAFF IDを通じて連携した民間サー
ビスからの情報も農業者の同意のもとで活用。
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